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１．議 題 
（１）令和８年度医学部臨時定員地域枠に関する定員調整の考え方について 
 
【資料１-１、１-２】令和8年度臨時定員地域枠に関する定員調整の考え⽅について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【意⾒概要】 
  〇府案について、特に意⾒なし。 
 
【結論】 
  〇府案のとおり進めることについて了解。 
 
 
（２）令和９年度医学部臨時定員地域枠に関する要望について 
 
【資料２】令和９年度医学部臨時定員地域枠に関する要望（案）について 
 
 
 
 
【意⾒概要】 
  〇府案について、特に意⾒なし。 
 
【結論】 
  〇府案のとおり、国に要望書を提出することについて了承。 
 

【論点】 
○令和９年度医学部臨時定員地域枠に関して、国に対し、⼤阪府医療対策協議会⻑名で要望書を提出してよろしいか。 

【論点】 
○令和７年度⼊学定員調整の考え⽅※を基本とし、定員調整を⾏う。 
 ※令和７年度⼊学定員調整の考え⽅ 

 ・各⼤学の減員数については、臨時定員数の減少による影響を踏まえ、前年度⽐▲１までとし、現在の臨時定員地域枠設置４校の 

うち３校から▲１とする。 

 ・各⼤学の地域枠学⽣の確保・養成に関する実績及び地域医療への貢献状況、国の考え⽅を踏まえ地域枠設置⼤学と調整する。 

下記（１）〜（３）の項⽬について各⼤学の状況を確認し総合的に判断する。 

 
※１ 総定員数及び養成数は、全⼤学が現在の地域枠の入学定員となった H27 から R６までの累積数とする。 

※２ 地域枠医師数及び地域枠の義務を履⾏した医師数は、全⼤学の地域枠医師が存在する R３〜６における卒後１〜４年⽬までの累積数とする。 

※３ 各⼤学の R７臨時定員数から R６臨時定員数に地域枠数×0.2 を乗じた数（端数は四捨五入）を減算した場合の定員数を考慮する。 

※４ 累積年数の更新（R７年度の考え⽅ → R８年度の考え⽅） 

  ・地域枠の確保・養成状況︓H27〜R５までの９年間合計 → H27〜R６までの 10 年間合計に変更 

  ・地域医療への貢献状況 ︓R３〜R５ 卒後１〜３年⽬合計 →  R３〜R６ 卒後１〜４年⽬合計に変更 

項⽬ 確認内容
（１）地域枠の確保・養成状況 臨時定員地域枠の総定員数に対する養成数の割合※１

（H27〜R６定員数合計−⽋員数合計 −在学中の地域枠制度離脱者数合計）／ H27〜R６の定員数合計×100

（２）地域医療への貢献状況 地域枠医師数に対する地域枠の義務を履⾏した医師数の割合※２
R３〜R６卒後１〜４年⽬の義務履⾏医師数合計／ R３〜R６卒後１〜４年⽬地域枠医師数合計×100

（３）臨時定員数 国の定員配分・調整⽅針（R７臨時定員地域枠数−R６臨時定員地域枠数×0.2）※３


